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1.は じめに

t1進 む多露語多文化化

在住外国入が増加 し始めた1990年 代 から ギ内なる閣際化」 とい うことばをしば

しば葺にす るようになった。「麟際」「外国人」 というと海外にばか り臼が向いて

いた当隣の状況に対 し,ま さに鶴内においてこそ 「穰際化」の課題があ ることを

端的 に表 したことばである。すでに 臓本社会の一員 となった在往外團人は,我 々

の隣人であ り共 に社会を創っていくパー トナーである。国境 が国 を編てるように

我 々の心 を隔てる 納 なる壁」 を取 り払 う必要があ ることが,こ のことばにはメ

ッセージとして込められていた。

2◎14年4月4貝 に行われた内閣府 ・経済財政諮問会議 ・産業競争力会議では,

さ らに今後 臼本社会が§指すべ きは 薪内なるグローバル化」であるとされた。少

子高齢化や2020年 の東京オリンピック開催 を前に,今 庫度に入って建設分野,介

護分野 における技能実習生制度の拡大な ど,外 国人受入増加策が次 々と実施に移

されている。

薪 たな施策 を待つ まで もなく日本に暮 らす外 国人の数は増 えている。在留外国

人統誹(旧 登録外国入統 計)に よれば,2014年12月1臼 蒋点で 日本に在留す る

外国人は212万1,831入 で ある。 り一マ ンショックや震災,漂 発事故に より在留

外国人数は減少 を続 けていたが,2013年 か ら再び増加 に転 じ,過 去最高だ った

2008年 の214万 入 に追いつ く勢いである。子 どもに隈定すれば 平成26年5月1

藏現在,公 立学校に在籍する外 国籍の児童生徒は73,289人 で24年 度 の調査 よ り

1,744人 〔2.4%3増 加 した。

また最近は,臼 本国籍 を持 っているが,両 親のどち らかが外 国入であ る 「外国

にルーッを もつ人々」 の存在が 目立ってきている。2013年 に趨生 した102万9816

人 の うち,爾 親のどちらかが外国人であるものは1万9,532人 で金体 の出生数の
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!9%で あ る。つまり霞本入の50人 に1人 が外国にルーッをもっていることになる。

学校 では,ど のクラスにも1人 は外国入を親に持つ子 どもがいる とい うような状

況が,数 年後には訪れることになる。

児童生徒の背景が多文化化する中で,児 童生徒の臼本語能力 も多様化 している。

平成26年5月!日 現在,公 立の小学校,申 学校.高 等学校,中 等教育学校及び特

劉支援学校に在籍す る据本語櫓導が必要な外国入児童生徒は2万9,198人 で,2年

前 の調査 より2,185入[8.1%]増 加 した。また 日本国籍で 讃本語指導が必要な児

童生徒 は7,897人 で,同 じく1,726人[28.096]増 加 している(文 部科学雀2015)。

日本国籍 で撮本語指導 を必要 とする児童生徒には,海 外か らの帰 国生徒の他,外

騒にルーッをもつ子 どもで家麗生活では翼本語を使っていないケースが含 まれる。

た とえ臼本生 まれであって も,臼 本語母語話者の家癒で育って きた子 どもと岡 じ

ようにB本 語能力 を獲得することは容易ではな く,流 暢に 霞本語を話 している よ

うに見えて も,問 じスター トライ ンに立てていない可能性がある。

この ように社会全体 の多言語多文化化 と董行 して学校の多言語多文化化 も進展

してお り,臼 本語能力が十分でない児童生徒への指導の充実が今後 ます ます必要

となっている。

壌.2「特別の教育課程」による翼本語指導

児童生徒の臼本語能力の多様化が進む中,平 成26年4月1癖 から 「学校教育法

施行規劉の一部を改正する省令(平 成26年 文部科学省令第2号)」 と 「学校教育

法施行規則第56条 の2等 の規定による特溺の教育課程について定める件(平 成

26年 文部科学省告示第1号)」 が寿毬行され.殿 本語指導を 「特別の教育課程」と

して編成 ・実施することができるようになった。正規の教育課程の一部として撮

本語指導を行うことが可能になったことで,よ り適切に指導 ・評価が行われ,一

人一入の実態に即 したきめ細かな指導が行えることが期待されている。

特別の教育課程により日本語指導を行う場合には,児 童生徒の在籍する学校に

おいて教員免許状を有した日本語指導担巌教員が指導を行うこと,学 校長の責任

の下であらかじめ年開の指導計颪を作成し学校設置者(主 に市町村教育委員会)

に捷患すること,学 習の成果を指導要録に記入することも必要になる。これまで

疑本語教育の専門家や燈語のできる支援員などが中心になって指導を行っている

場合も多かったが,特 別の教育課程においては,免 許状を持たない指導者は指導
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の補助者として位麗づけられることになる。

特別の教育課程として撰本謝 旨導を実施することは,学 校 として霞本語指導の

申身や成果についてより積極的な関与が求められるようになるということに他な

らない。直接に顕本語指導を損当する教員のみならず,在 籍学級損任教員,教 科

撫当教員,管 理職,学 校設麗者である教育委員会など,そ れぞれの立場で霞本語

指導が必要な児童生徒に関わる教員に日本語指導が必要な児童生徒に関する理解

や臼本語指導の知識,技 能が求められる。教員養成課程の改革が必要であること

は書うまでもないが,制 度がまだ整備されていない現状では,現 職教員を対象と

する研修によって必要なカを養っていくこととなる。

2.現 職 教曼の碕修

では,現 職教員 に対 して 臼本語指導が必要な児童生徒の指導に求め られる知識

や技能を養成 しようとしたとき,ど の ような要素が大切になって くるだろうか。

権藤 ・秋 照 ・岩川 ・吉村(1992)は 熟達者に関す る擬究 を総抵 し,既 有知識を

多 く持つ ことは,歯 来事に接 したときにその事象に対す る視点 を与 え,出 来事 を

構造化す ることを胃能 にする一方で,視 点 を固定化 して しまうとしている。そ し

て 「これは,教 師の場合に もあてはまるであろう(p,196)。 」 という。ベテラン教

師であって も,日 本語の課題のない児童生徒に対応する中で養 って きた固定化さ

れた視点で は対応 を誤ってしまう可能性がある。例 えば 浜 田 ・齋藤(2011)が

口本語指導老に対 して行 った意識調査で も,多 様 な醤語文化背景を もつ子 どもの

課題 を一般教員 に理解 して もらうことに園難 を感 じている指導者が多い という結

果が出ている。

メジロー(MezirOW,」.)は,成 入学習 においては経験 を解釈する際の もとにな

る 「準拠枠」を批判酌省察に よって問い直すことが重要であ るとす る。「準拠枠」

とは,我 々の ものの兇方や考え方の基盤 を作 る想定や期待である。問題のある準

拠枠 を より輻広 い冤方や 自省的で柔軟 な見 方に変 える過程 を変容 的学習 とい う

(Mezirow2009,p.22)。 変 容的学習を促進するためには「欄人の体験」「批覇的省察」

r対 話」「ホ リステ ィック志 向性」「文脈への意識葺 真の入間闘係」の6つ の重要

な中核的要素が必要である(Tay玉o葛2009)。

変容的学習理論に基づ き,日 本語指導が必要 な児童生徒がいるクラスでの教科

指導について準拠枠 の問い直 しを迫 るこ とを爵指 した現職教員対象の石牙修 をデザ
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イ ン し実施 した。以下,具 体約に実践の様子を報告 し,そ の効果を検証する。

3.方 法

3.1親 職教員鮒象 「外国につながる早どもの教育に関する研修」の案践

ここで報告するのは平成26年 度にある教育委員会が公立学校教員を対象に実施

した外翻につながる子どもの教育に関する研修での婁践である。

筆者の握当した概修は1時 聞半である。最初の30分 はグローバル化の現状につ

いての概略的な講義 その後,こ こで報告する体験活動を行った。

体験活動では参加者に英語で行われる2つ のパターンの授業を受けてもらう。

どちらもテーマは環境問題で,中 学校公民科の内容に基づいている。

}パターン1の 授業}教 師が一方的に話 し続けるスタイルの授業。途中.1,2

回参 糠者に対 して質問するのみで,参 癩者の理解を確認 した り,反 応 を期待

したりするや りとりはほとんど行わない。(10分 程 度)

パ ターン2の 授業 授業のキーワー ド(例:globalwar恥i滋g(地 球 温暖イヒ),

cまi瓢ateeh鶴ge(気 候 変動),等)の 表す内容を写真や園を示 して理解 させる

と岡蒔 に,キ ーワー ドをカー ド化 して黒楓 こ貼 る。キーワー ドの説明が終わ

ったら,「 一つ の環境間題が どの ような鋼の問題 につながっているか?」 と発

問 し,キ ーワ～ ドの書かれた ワークシー トを配布する。参力1】者はペアにな り,

ワークシー トに書かれたキーワー ドの問の因果関係 を矢印でワー クシー トに

書 き込みなが ら,ワ ークシー トに示 された例文のパ ター ンを使 って 「○O

c蹴sesX×(○ ○が××を引 き起 こす)」 とお互いに言いあ う。(10分 程 度)

そ れぞれのパター ンの授業が終 わった痘後 に5分 ずつ蒔間を取 り,荏 名程度のグ

ループで どのような授叢 だったか,ど の ように感 じたか,ま た2つ のパ ターンの

ちがいは穂 かを振 り返 り,各 露付箋に書 き磁 しながら話 し合 ってもらう。

体験活動 を終 えた後 体験を整理す る助けとなるよう,パ ター ン2の 授業 を設

計する際に依拠 した第二言語習得理論の背貴 について講義 を行 う。この講義の内

容が参翻潜にとって薪たな準槌枠 を形成する乎がか りとなることを狽 っている。

3,2案 践の効桑の検雛

碕修に よって意識が変容 したか どうか を知 るため,ア ンケー ト謂査 を行 う◇調

査項 麹は大 きく分けて,研 修に対する評偶を鷹接尋 ねる部分 と,研 修の事前 と事
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後に同じ質問をして変化を晃る部分からなる。

研修に対する評価としては 「現場ですぐ活かせる」「体験を通して学ぶことがで

きた」「クラスに臼本語指導が必要な児童生徒がいる場合の授業での配慮について

知識を多く得ることができた」「B本語指導が必要な児童生徒の日本語習得に対す

る考え方が変わった」「霞本語指導が必要な児童生徒の挺蟻になったら,授 業のや

り方を工夫してみたい」の5つ の項自を設定した。

事前 ・事後の比較の部分は,以 下の7つ の項顕からなる。①～⑤は体験的に日

本語指導の経験のない教員によく見られる準拠枠で問題を含んだものである。⑥,

⑦はその反対に自身の持つ知識や技能が摂本語指導が必要な児童生徒の指導にも

活用できるというより柔軟な準拠枠である。

①日本語指導が必要な児童生徒の教科指導については,知 らないことばは母

語で翻訳するのがよい

②日本語指導が必要な児童生徒の霞本語指導は,日 本語指導の担当者に任せ

るのがよい

③臼本語指奪が必要な妃童生徒に教科学習の支援を行なうためには外国語の

能力が必要である

④ 覆本語指導が必要な児童生徒は,日 本語のカが十分身についてからでない

と教科学習の指導は難しい

⑤ 日本語指糠が必要な児童生徒に教えることになったら,正 直負撫に感じる

⑥ 自労はEi本語指導が必要な児童生徒の学習を支援するのに必要な知識を持

っている

⑦クラスに}三体 語指導が必要な児童生徒がいる場合,授 業でどのような配懸

な児董生徒の学習を支援するのに必要な知識を持っている

圓答は4段 階の尺度(そ う愚う,や やそう思う,あ まりそう患わない,そ う患わ

ない)で,も っとも自分の考えに近いものを選んでもらう。後で事甫と事後の回

答に変化があったかを比較する。

この2つ の部分にフェイスシー ト項租を加えてアンケー ト票とした。アンケー

ト票の配布と嗣収は以下のように行った。研修開始前,研 修生の机上に準拠枠に

関する事前アンケー ト票を配布.記 入を依頼し,研 修が始まる前に圃収した。ま

た研修終了後にフェイスシー ト,覇 修の評価,準 拠枠に関する事後アンケートの

項臼を含むアンケー ト票を配布し,記 入を依頼した。
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事甫 ・事後それぞれの アンケー ト票1こは通 し番号が記入 してある。だれにどの

番畳の駕紙 を配布 したかは記録 していないため,ど の個人が記入 したものかは特

定できないが.岡 じ協力者が記入 したものは番号で嗣定できる ようになっている。

事蕪 のア ンケー ト認入前 に調査への協力は任意であることを伝 えた。 また,事 前

事後 の結果 を照合することについて もアンケー ト誕入依頼葡に伝 えた。回収は退

塞時 に行 った。

研修参加者 は48名 であったが,そ のうち43名 がア ンケー トに協力 して くれた。

本稿では,そ の中か ら欠損値のない 齢 名分を分析対象 とする。

4,案 践

4.慢 パ ターン1の 授業

パ ター ン1の 授業では,話 の内容 を文章 として載せ た資料 を配布 し,何 度かそ

の資料を読み上げる場漏があったが,「 ○行 §にあるように」などと雷及 して も,

そ れに反応 して資料に 呂をやっていた参加者 はほ とん ど見 られなかった。 申には

資料 を熱心 に読解 している参加者 も見 られたが,授 業者の話に合わせて参照 して

いた参加考 は少なかったようである。指名 して質問 した際には質問に答え られた

参湘者はほとん どいなかった。多 くの参舶者 は授業者 と視線 が合わないよ うに下

を向いていた。

パ ターン1の 振 り返 りでは,次 の ようなコメ ントが付箋に記 された。

・気分が悪い,疲 れる,不 安

・話がわか らな くなると湖かなくなる。

・下 を向いて当たらないようにしている。

・英語のテキス トが読み上げ られたが大まかにしかわか らなかった

・なん とな くわかっても答え られない

牽分理解で きない憲語で教 師が一方的に話 し続 ける授業 を湖か される場合の心

理的な負担や,授 業 に対 して消極的にな らざるを得 ない状溌が雷語化されている。

学校教員がふだんあまり体験 したことのない 「授業がわか らない」 とい う状況が

心理的な状況 も含めてホ リスティックに疑似体験 されていることがわかる。

4。2パ ターン2の 授業

パター ン2の 授業では,ス ライ ドで写真 を見せ なが ら理解 を確認 してい く過程
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で自然と文が短 くなり,表 情などか ら学習者の理解 を確認することが多 くなった。

またその結果 話す速度 もパターン1よ り遅 くなった。

会場が予想 よりも広 く部麗 が暗かったため,用 意 したキーワー ドのカー ドを黒

板 に貼 っても参加者全員にはっ きり認識 して もらうことは難 しかった。 また,キ

ー ワー ドの英語そのものが理解できない参加者 もいた。それで も,多 くの参加者

が うなずいた り,キ ー ワー ドを小 さな声で復唱 した りしなが ら授業者の説明を聞

いていた。

ワークシー トを記入する場面では,ほ とん どのペアでは無雷で,ま たは身ぶ り

手ぶ りでワークシー トに記入 していた。英語での会話 はほ とんど行 われていなか

った。英語で話す ことについては,英 語の運用能力の藤か ら.ま たは心理衝か ら,

園難が伴 う様子であった。何 をしてよいかわか らないペ アもあったので机 問巡視

しなが ら支援を行った。

パ ター ン2の 振 り返 りの際には,以 下のようなコメントが付箋に記 されている。

・聞 こうという気が出る

。顔力凱ヒに向く

・ペアワークはわか らないなりに教 え合える

・大事なキーワー ドは貼 ってあったり,繰 り返 しているのがわか りやすかっ

た(マ マ)

・ワークシー トも文掌が少なくて書 きやすかった

パ ターン1の 授業 と比べ る と,積 極 的に授業に取 り組む姿勢が 臼立つ。 また,

ペ アワークを用 いた相互作 罵の構造化や,キ ーワー ドを繰 り返 し聞かせた り目で

確認 させた りす ることのインプッ ト支援,謡 した り書 いた りす る能力の不足 をワ

ークシー トが支援するアウ トプッ ト支援によって授業に参加 しやす くなっている

ことがわか る。最後の理論的背景の説明では意鴎的 に行 われたこれ らの支援の意

義 について概説 した。

5.ア ンケー ト結果の分析

5.1ど の ような準槌粋が見られたか

まず,参 加者が研修前にどのような準拠枠を有 していたのかを見てみ よう。準

槌枠 に関する項 臼に対 して参加者が事前 にどのように答えていたかを検討す る。

表1に 示 したように,「 そう思う」「ややそう思う」を合 わせると,ヂ ①知 らない
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ことばは母認で翻訳す るのが よい」62。5%,「 ③ 指滋には外国語 の能力が必要」

85.0%,「 ⑤ 負撫に感 じる」75.G%で,こ れらの塗挺枠 がほとんどの参加者に共有

されていることがわかる。

表1事 前に見 られた準挺枠

N雌0上 殺は人数,下 段は%

}

そ う思 う
やや

そう思う

あまり

そう思わない

そう

思わない

①母語で翻訳
9

225

18

崔5,0

1◎

25.0

3

7.5

@欝 本語担当者に任せる
1

2.5

10

25.0

21

52.5

8

20.0

⑧指轟には外国語必要
9

225

25

62.5

5

12.5

1

2.5

④難本語身1こついてから

教科

1

2.5

1毒

35.0

18

45.◎

7

17.5

⑤負握に感じる
6

15.0

24

60.0

8

20.0

2

5.◎

⑥必要な知識欝っている
1

2.5

1

2.5

5

12.5

33

82.5

⑦授業での配慮わかる
1

2.5

1

2.5

15

37.5

23

57.5

一方 「⑥必要な知識を持っている」r⑦授業で必要な配慮がわかる」に対しては

「あまりそう思わない」「そう思わない」の合計がともに95.0%を 占める。

これらの準撰枠は相互に関連していることもわかった。表2に 各準挺枠聞の掘

関係数を示す。「④日本語が身についてからでないと教科学習はできない」という

準挺粋は,日本語を身につけるまでの期間に「①母語で翻訳することが必i刻 やド③

指導には外国譜が必要」という準鍵枠とそれぞれ相関が見られ,両 者は関連して

いる。また 「⑤負旭に感じる」は 「③指灌には外国語必劉 とr④ 湯本語が身に

ついてから教科」とそれぞれ巾程度の相関係数を示しており,琶 本語指導が必要

な鬼童生徒の指導に轟たって外国語が必須要素と見てしまうことが,指 導が負提

であるという準撫枠にもつながるようである。
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表2準 拠枠問の相関行列

(綜最%水 準 ㌦5%水 準)

① ② ③ ④ ⑤ ⑪ ⑦

①母語で翻訳 LO◎00 0.0670 0.4050聯 03661‡ ◎.1576 0,03婆9 0.王512

②日本語担番者に任せる 1.0000 α2〈繊 0.2738 0.0281 一〇,1093 一〇.101荏

③指導には外国語必要 LOOOO 0.4709離 05300掌 一〇21◎1 一〇.1671

④廻本語身についてから

教科
LOOOO 0.5155* 一〇.1722 一〇.1721

⑤負担に感じる L◎000 一◎,30穫1 一〇.3079

⑥必要な知識縛っている 1.0000 0.7783率

⑦授業での配慮わかる 1.0000

5.2研 修 への評欄

研修後に研修そのものがどう評価 されていたか を表 に示す。いずれの闇いに対

しても 「あまりそ う思わない」「そ う患わない」 という回答は僅少であ り,研 修が

高 く評価 されていることがわかる。

中でも 「日本語指導が必要な児重生徒の損 当になったら,授 業 のや り方 を工夫

してみたい」 に対 してすべての参舶者が 「そ う思 う」 または 「ややそ う思 う」 と

答 えている。 ほとんどの参煽者は β本語指導が必要な児董生徒の受 け入れに際 し

て,積 極 的に向き合お うとする姿勢を持って研修を終えることができた。

表3研 修への評価

(N頑0上 段は人数,γ 段は%)

そ う思う
やや

そう思う

あまり

そう思わない

そう思わ

ない

現場ですぐ活かせる
12

30.0

27

67.5

1

2.5

0

0.0

体験を通して学ぶことができた
28

70.0

12

30.0

0

0.0

0

0.0

クラスに撒本語指鯨が必要な児童生

徒がいる場合の授業での配慮につい

て知識を多く得ることができた

12

30.0

26

65.0

2

5.0

0

0.0

日本語指轟が必要な児童生徒の罰本

語習得に対する考え方が変わった

王1

27.5

25

62.5

荏

1α0

0

0.0

撮本語指導が必要な児童生徒の挺甕

になったら,授 業のやり方を工央し

てみたい

23

575

17

42.5

0

0.0

0

0.0
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5.3準 鍵枠は変容 したか

このように懸修は評価 されたが,参 加者の準提枠の変容 を促 したのか。

隈1に 示すよ うに,① か ら⑤の問題のある準捉枠ではいずれも 「そ う思 う」「や

やそ う愚 う」が減少 し 「そう思わない」「あまりそう慰わない」が増加 している。

また,「 ⑥必要な知識を持っている拝 ⑦授業で必要な配慮がわかる」 については.

「そ う思わない」 と答えた謝合の著 しい減少が見 られる。碕修での体験活動を通 じ

て.臼 本語指導が必要な児童生徒の指導において外国語の知識がな くて もで きる

工夫や配慮があることに気付 き,準 撚枠の見直 しが起こっていると考 えられる。

図1事 前と事後の比較

欝そ う恩 う 綴ややそ う思 う 難あま りそ う思 わない 潔そ う思わ ない

①羅語で翻訳/事 麟

①母語で翻訳/事 後

(珍擁憲考に任せる/事 前

②担務鷺に4壬せる/事 後

③外匿}語必要/事 藩

④鰻本議身についてから敏科/事鹸 灘 鑛峯鍵

④ 繊本語身 に二ついてか ら教科/事 後

⑤負担に感じる/事 後

⑥必要な知識持っている/事 菌

秘 歎 購 持っている/・鞭 轄 礁

⑦擾業の醍慮わかる/事 前

⑦授繊 慮概/、 。後等繊 雛 撫 灘

鯉 馨灘舞 騨懸露

li

i…

lii;

騨 灘騨1
}i

ili
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騨藤撫離癖麟
__圭 翫灘圭 誰

iili灘
鎌難 嬬藻

凄 …i
_勲

}…
…
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全体 としての傾向だけでな く,個 々の参加者の中で本当に準鍵枠の見直 しが行

われているかについて も検麺 してみる必要があるだろう。

準拠枠に関する項 属の事前 ・事後 の回答 をそれぞれ 「そう思う」 篇1,「 ややそ

う思 う」=2,「 あ ま りそう思わない」 篇3,ゼ そ う思わない」 讐4と して得点化 し,

事 後の得点 と事前の得点の差を求めた。 これを 咬 容指数」 と呼ぶこ とする。変

容指数が蕉の数であれば,筆 者がデザ インした方 向に準拠枠 が変容 したと考 えら

れる。一方で,ゼ ロまたは負の数であれば,準 拠枠 の変容 は起こってい ないか,

逆 の変容が起 こったことになる。ただ し,⑥ 「必要な知識持っている」,⑦ 「授業

での配慮わか る」は望 ましい準拠枠 なので,「 そ う思う」が4,「 そう思わない」が

1と なるように逆に得点を与えている。

図2変 容指数

(聾麗40数 字 は入 数〉

窪

①母語で翻訳 難籔 鑛
.{`⑳驚 灘 霧欝

i-… 一 耀灘

瑠翻誠 綜 ついてか・教科確 嘱鱒鑛 灘 騨緯 瑠

⑤鰍 憾、る難難嚢 撫灘羅
ii

⑦礫 での醜 わか・離 騨 難

一
■`r㎝……}'門噛、用m鱒…

0%20%40%60%80%100%

翻 ・1

鋸 ◎

羅1

懇2

雛3

準拠枠が意図した方向に変容 した参力賭 は① ゼ母語で翻訳」,③ 「外國語必要」,

⑥ 「必要な知識持っている」,⑦ 「授業での配慮わかる」では半数前後 に達 した。

指数0,つ ま り変容が見 られなか った参加者が多い② ④.⑤ についてさらに詳

しく見 ると,② 旧 本語担当者に任せる」,④ 「B本 語が身についてか ら教科学習」

では変容の見 られ なかった参加者のうち② では833%,④ で は75.0%が 事 前で も

「そ う思わない」隠 わない」 と答えている。② と④では望 ましくない準拠枠 をも

つ参力1階が元々少なかったと患われる。
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⑤ 「負担に感 じる」については,変 容 しなかった入数が もっとも多 く,他 の項

感と比べ ると変容が起こりに くかった準拠枠であると雷 える。支援の仕方が具体

豹にわかった として も,や は り一般の児童生徒 の場念 には不要な配慮が求め られ

ることで は負擾には変わ りない とい うことなのか もしれない。

このように,薄 本語指導が必要な児童生徒の指導について体験活動 を通 して問

題のある準撚枠の見直 しが起 こり,配 慮や工夫が必要 ということである程度負担

ではあるにせ よ,窃 身の既有知識 などを使いなが ら授業の工夫をしていけるとい

うより柔軟な認識が形成 された。

6.考 察

本実践 を変容的学響理論に照 らしてみると,変 容的学習 の中核 的要素が含まれ

ていたことが確認 される。まず,参 湘者一人一人が実際 に 「わからない授業」「わ

かる授業」を体験 した こと,こ れは中核的要素の 「悩入の体験」に当たる。研修

での体験 はあ くまでも擬似的 なものではあるが,「 授業がわか らない」状況の体験

は,教 師 として過去に出会 ってきた 「下を向いている生徒」たちが実際にはどの

ような心拷ちであったかを疑似体験するためのよい刺激 となった。 コメン トか ら

は体験が 「気分が悪い,疲 れる,不 安」 また,そ の反対の 「安心,や る気」 とい

った深い感情 を伴 うものであ り,ホ リスティックな志向盤 を持っていたと見るこ

とがで きるだろう。座学の講義だけではなかなか得 られない深い批判的省察が可

能になったのは,こ のホリスティックな欄々人の体験による効果だ と思 われる。

なお,変 容的学習の中核的要素には 「文脈への意識」「真の人間関係」の2つ が

含 まれている。「文脈への意識」は参加者 自身がおかれている文脈を考慮すること

が含 まれるが,そ の中で時間酌要素は重要な役割 を持つ とされる。体験や批判酌

省察をより深 いものにするためには蒔闘がかかるか らである。また「真の人間関係」

も岡様で,単 発の研修で作 られたグループの中で深 い省察 を期待することは難 し

い。その意味で,短 陸問,単 発 の砥修 における変容的学習 には密ずか ら限界が あ

ると欝わざるを得ないだろう。

7.ま とめ

短 痔閏,単 発 の現職教員概修 において効果を最大限にするための研修 のあ り方

として,メ ジローの変容曲学習の理論に依拠 し,現 職教員である参湘者が持つ準
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拠枠 に働 きかけることが有効 なのではないか と考えた。そ して,工 つのス タイル

の授業における 日本語指導が必要な児童生徒の立場 を擬似的に体験す る活動 を中

心 に据 え,参 加者が各 自の準鎚枠 に批判的省察 を力目えることを財 旨した。

アンケー トの結果か らは,多 くの参加者 に準拠枠の晃直 しが起 こったことが確

認、された。

以上の ように,学 校の多書語多文化化 に対応 できる教員を育てるために体験活

動 を中心に据えた現職教員研修は一定の成果をあげることがで きた と言える。

しか し,今 圓のア ンケー ト調査 はあ くまで も観修終了薗後 に行われた ものであ

り,こ の効果が持続するか どうかは今後の調査 をまたなければならない。

学校が多言語多文化化に対応するために必要なのは学校の 「内なる融際化」を

進めることである。何 よりまず.問 題のある準拠砕 によって作 り上げ られた教員

の心の中の壁を取 り払うことが大 きな課題である。(本 学教授)

【付記1こ の研究 は科学研究費補助金(課 題番号25284095)の 渤成 を受けている。

本稿で行った体験活動のデザイ ンは研究分担者 との共周作業によるものである。
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